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特集  「新たな評価」制度～準備と活用、質向上

制
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
改
善
に
動

く
判
断
基
準
（
学
生
調
査
で
○
％
に

な
っ
た
ら
等
）
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て

お
く
べ
き
だ
と
山
咲
氏
は
指
摘
す
る
。

　山
本
氏
は
評
価
項
目
以
外
に
も
、「
評

価
に
用
い
る
資
料
は
既
存
資
料
が
基

本
」「
21
の
学
位
分
野
に
応
じ
た
ピ
ア
・

レ
ビ
ュ
ー
」「
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
整
備
」
な
ど
は
、
準
備
の
し
か
た

に
大
い
に
関
わ
る
た
め
、
今
後
の
動
向

を
注
目
す
べ
き
と
指
摘
す
る
。

      

前
提
と
し
て
、Ｄ
Ｐ
を
満
た
す
学

生
像
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　根
拠
例
と
し
て
、
多
面
的
な
直
接
評

価
、
多
面
的
な
間
接
評
価
、
社
会
で
の

活
躍
を
示
す
デ
ー
タ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
【
図
表
９
】。
学
部
の
教
育
成
果
を

説
得
力
を
持
っ
て
示
す
た
め
に
、
こ
れ

ら
を
組
み
合
わ
せ
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
プ

ラ
ン
を
精
緻
に
設
計
し
た
い
。
作
成
の

ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
【
図
表
10
】。

　プ
ラ
ン
作
成
に
あ
た
っ
て
山
咲
氏

は
、
現
状
、
収
集
で
き
て
い
る
デ
ー
タ

を
、
全
学
組
織
管
轄
の
も
の
と
学
部
管

轄
の
も
の
に
分
け
、
不
足
を
確
認
す
る

方
法
を
勧
め
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
、

Ｄ
Ｐ
を
達
成
し
た
状
態
の
学
生
像
を
学

部
内
で
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。

　各
大
学
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
の
が
、

示
し
、
議
論
が
活
性
化
し
た
と
言
う
。

　学
部
職
員
の
参
画
意
識
も
不
可
欠

だ
。
職
員
は
、
学
部
教
育
の
質
向
上
を

日
常
的
に
支
え
る
存
在
と
し
て
、
教
職

協
働
で
進
め
よ
う
。

　実
際
の
体
制
と
し
て
札
幌
大
学
の
例

を
挙
げ
る【
P.
28
図
表
７
】。同
大
学
は

現
行
体
制
で
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ベ

ル
、
科
目
レ
ベ
ル
の
サ
イ
ク
ル
の
実
質

化
を
強
化
し
て
新
た
な
制
度
に
対
応
。 

各
専
攻 

   ＊2

　
で
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
見
直

す
と
と
も
に
、
全
学
レ
ベ
ル
で
実
施
し

て
い
る
外
部
評
価
や
学
生
評
価
、
新
た

に
依
頼
す
る
学
外
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
声

を
反
映
す
る
し
く
み
を
検
討
中
だ
。

      

特
に
「
養
成
す
る
人
材
像
」
の
重

要
性
を
理
解
し
た
い
。

　取
材
大
学
や
識
者
の
見
解
を
【
図
表

８
】
に
ま
と
め
た
。

　新
制
度
で
は
、「
養
成
す
る
人
材
像
」

の
明
確
さ
や
Ｄ
Ｐ
と
の
整
合
性
が
評
価

対
象
と
な
る
。
桐
蔭
横
浜
大
学
は
、「『
養

成
す
る
人
材
像
』
が
目
的
で
、Ｄ
Ｐ
が

目
標
」
と
解
釈
。「
極
論
す
れ
ば
、
３

つ
の
ポ
リ
シ
ー
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

『
養
成
す
る
人
材
像
』
か
ら
導
か
れ
る

『
結
果
論
』だ
。そ
れ
ら
一
連
の
流
れ
を
、

学
生
を
成
長
さ
せ
る
た
め
の
一
体
的
な

ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
描
け
る
か
ど
う
か

＊１ 近畿大学 ＩＲ・教育支援センター 白藤康成氏による回答
＊２ 学部・学科等の教育責任者として、教育方針の立案、カリキュラム編成、教育改善、教育効果の検証などを行う教育重点型教員。学長が全学で約60人を任命
＊３ 各学部の質保証や教育改革において中心的な役割を務める教員。全学方針と学部運営の接続を担う。学部長が推薦し、学長が任命

が
、
新
制
度
の
焦
点
だ
と
考
え
る
」。

　教
員
に
つ
い
て
は
、
授
業
内
容
に
見

合
う
実
績
が
あ
る
か
、
再
確
認
が
必
要

だ
。研
究
実
績
が
あ
ま
り
な
い
教
員
や
、

「
実
務
」
か
ら
長
年
遠
ざ
か
っ
て
い
る

実
務
家
教
員
は
要
注
意
。
実
際
の
授
業

内
容
が
、
科
目
の
目
的
や
自
身
の
実
績

と
乖
離
し
て
い
な
い
か
も
確
認
し
た
い
。

　Ｄ
Ｐ
の
達
成
度
は
、
多
様
な
方
法
で

測
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
山
本
氏
は
、「
準

備
に
最
も
時
間
を
要
す
る
項
目
」
だ
と

覚
悟
し
な
が
ら
も
、Ｄ
Ｐ
を
客
観
的
に

測
定
で
き
る
指
標
と
し
て
捉
え
直
す
良

い
機
会
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

　教
育
改
善
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
体

成
績
評
価
の
使
い
方
と
、
学
生
視
点
を

採
り
入
れ
る
方
法
だ
。
山
本
氏
所
属
の

北
陸
大
学
は
、Ｄ
Ｐ
の
達
成
度
を
段
階

的
に
評
価
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
設
定

し
、
学
生
が
半
期
ご
と
に
自
己
評
価
。

学
生
は
自
己
評
価
と
成
績
評
価
を
突
き

合
わ
せ
て
差
異
を
検
証
し
、
自
己
評
価

力
を
鍛
え
る
。
日
本
大
学
は
、
ア
セ
ス

メ
ン
ト
テ
ス
ト
の
測
定
値
に
重
み
づ
け

を
し
な
が
ら
横
断
的
に
Ｄ
Ｐ
の
達
成
状

況
を
試
行
的
に
数
値
化
。
そ
の
結
果
に

基
づ
き
、
学
生
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
て
精
度
の
確
認
を
進
め
て
い
る
。

　桐
蔭
横
浜
大
学
は
、
根
拠
例
は
社
会

に
理
解
さ
れ
る
も
の
に
す
べ
き
だ
と
考

え
る
。「
今
回
の
改
革
の
本
質
は
、
社

会
が
コ
ス
ト
を
払
っ
て
ま
で
維
持
・
支

援
す
べ
き
組
織
で
あ
る
説
明
責
任
を
問

う
も
の
」と
受
け
止
め
て
い
る
か
ら
だ
。

　こ
れ
ら
測
定
の
工
夫
を
ま
と
め
た
も

の
が
ア
セ
ス
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
と
な
る
。

近
畿
大
学
   ＊1
は
、
測
定
項
目
に
よ
っ
て

は
学
科
会
議
や
委
員
会
等
を
実
施
責
任

主
体
に
定
め
、
学
生
に
近
い
立
場
で
学

修
成
果
を
評
価
。
評
価
結
果
を
学
部
学

科
の
教
育
改
善
に
生
か
し
や
す
く
し
た
。

　山
本
氏
は
、
集
め
た
根
拠
例
を
高
校

生
、
保
護
者
に
示
す
な
ど
、
広
報
に
も

活
用
し
て
き
た
。「
評
価
の
た
め
の
根

拠
づ
く
り
と
考
え
る
と
負
担
に
し
か
な

ら
な
い
が
、
学
部
の
価
値
を
証
明
す
る

広
報
資
産
に
な
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ

ほ
ど
実
り
の
あ
る
仕
事
は
な
い
」。

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ 

【図表6】学部で質向上を推進しやすい組織体制の５つのチェックポイント

大学としての内部質保証に関する方針及び手続を定める。
例）全学内部質保証推進組織の「教学運営会議」から「学部長会議」に学部共通の教学に関する事項を指示・提案（近畿大
学＊1）

ベクトルをそろえ、各学部ごとの課題や進捗に応じて支援・調整する本部組織の存在は必須。
例）IR・教育支援センターが、学部に学修成果の把握の基となるデータを共有。教育改善の助言など、IR、SD・FDを支援（近畿大
学＊1）／学部のワーキンググループには教育研究開発機構と企画室の教職員が入り、支援と軌道修正を行う（桐蔭横浜大学）

学部運営の日常業務を担う組織とは切り離し、別組織で担うほうが責任を持って進めやすい。
例）全員参加の教授会だと論点が拡散してまとまりにくい。少人数のWGで原案を練り、教授会で議論・合意して制度化する。Ｗ
Ｇと教授会を両輪で動かすのがお勧め（山本氏）／実質的な活動に注力できる機動的でスリムなWGが担う。学部長をヘッドに
若手教員５、６人の体制（桐蔭横浜大学）／職名と役割を付した教職員を配置すると、責任を持って推進しやすい。愛媛大学の
教育コーディネーター＊2や山形大学の教育ディレクター制度＊3などが好例（山咲氏）

各学部の推進状況と課題を共有する場を設け、好事例を横展開し、進捗が遅れる学部の孤立を防ぎたい。
例）「教学IR委員会」で、各学部の取り組みや悩みを共有。他学部の分析手法の導入に前向きになる等の効果あり（日本大学）

      

教
授
会
と
は
別
に
、
教
育
の
質
保

証
を
担
う
組
織
／
職
務
を
設
置
。

　取
材
し
た
大
学
の
多
く
は
学
部
体
制

は
検
討
中
で
あ
る
た
め
、
実
践
済
み
の

取
り
組
み
か
ら
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
そ
う

な
事
項
を
抽
出
し
た【
図
表
６
】。現
体

制
の
課
題
把
握
用
に
使
っ
て
ほ
し
い
。

　学
部
の
質
向
上
と
い
え
ど
も
、
同
時

に
全
学
と
し
て
の
質
保
証
も
成
り
立
た

せ
る
に
は
、
一
定
の
共
通
要
件
を
本
部

が
学
部
に
示
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

ル
ー
ト
を
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　執
行
部
と
は
別
に
、
各
学
部
の
進
捗

を
確
認
し
、
課
題
の
あ
る
学
部
を
支
援

す
る
本
部
組
織
も
必
要
だ
。近
畿
大
学
   ＊1

と
桐
蔭
横
浜
大
学
は
共
に
、Ｉ
Ｒ
と
教

育
支
援
を
兼
務
す
る
組
織
が
そ
の
役
を

務
め
、
デ
ー
タ
を
媒
介
に
し
て
課
題
の

指
摘
や
改
善
策
の
提
案
を
行
う
。

　学
部
内
の
組
織
に
関
し
て
は
、
質
向

上
を
担
う
組
織
を
教
授
会
や
教
務
委
員

会
と
別
に
設
け
る
べ
き
と
唱
え
る
大
学

や
有
識
者
が
多
い
。
桐
蔭
横
浜
大
学
は

２
０
３
０
年
以
降
の
学
部
教
育
に
責
任

を
持
て
る
若
手
教
員
を
学
部
ご
と
に
集

め
、
W
Ｇ
を
組
織
し
た
。
山
本
氏
は
Ｗ

Ｇ
に
よ
る「
変
革
」と
教
授
会
で
の「
制

度
化
」
の
両
輪
体
制
を
勧
め
る
。「
Ｗ

Ｇ
だ
け
で
は
取
り
組
み
が
組
織
化
さ
れ

ず
、
教
授
会
で
の
議
論
だ
け
で
は
変
革

が
起
き
に
く
い
か
ら
だ
」。
山
咲
氏
も

学
部
長
の
負
荷
軽
減
の
た
め
に
職
務
の

分
掌
を
推
奨
。
職
名
を
付
し
て
責
任
を

明
確
に
す
る
体
制
が
望
ま
し
い
と
し
、

愛
媛
大
学
の

　
「
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」    ＊2

　
、
山
形
大
学
の

　
「
教
育
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
」    ＊3

　
を
好
例
と
し
て
挙
げ
る
。

　こ
れ
ら
学
部
の
責
任
者
や
推
進
担
当

者
ら
が
集
ま
り
、
課
題
や
ナ
レ
ッ
ジ
を

共
有
す
る
場
も
設
け
た
い
。
日
本
大
学

は
、
教
学
Ｉ
Ｒ
委
員
会
内
に
各
学
部
の

実
践
を
発
表
す
る
時
間
を
設
け
た
と
こ

ろ
、
教
員
が
他
学
部
の
手
法
に
興
味
を

【図表7】札幌大学の
内部質保証体制図

設置基準上、教育は教員だけが担うのではなく「教育研究実施組織」が担うことになっている。法令や学内の
規定、事情に熟知し、学生支援の実務も担う職員と協働で行うことで実効性を高めたい。
例）教員が主体的に考える必要があるが、教職員が共に大学の全体像や現場の状況を把握・共有した上で、各分掌業務を担う
職員が客観的視点から情報収集を行う教職協働により、「机上の空論」とならない実効性の高い体制としている。（日本大学）

□ 本部から学部へ
　 教学マネジメントの遂行を
　 指示するルートがあるか？

□ 学部の教学マネジメントを
　 支える本部のサポート体制
　 は構築されているか？

□ 学部内の
　 推進組織や人材は
　 機動的で実質的活動が
　 しやすいものか？

□ 学部間の課題やナレッジ
　 を共有する場があるか？

□ 教員だけで進めようとして
　 いないか？

地域アドバイザー
（自治体・産業界）

支援・助言授業科目

副学長

基盤教育・教養教育
地域連携科目
横断プログラム

各専攻
専門教育

学長

【ヨコの学び】
地域共創教育機構

【タテの学び】
学系会議

基幹委員会・専門委員会・特別委員会
【所管事務局との教職協働】

常勤理事会

学外アドバイザー

助言･
是正

自己点検・評価
実施委員会

報告 報告

法人業務所管事務局

ＰＤＣＡ会議

業務執行理事
改善・計画策定を指示

助言･
是正 報告 報告

報告

教育研究協議会
報告

改善・計画策定を指示

評価
報告書
を提出

評価
評価

Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａ
Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａ

外部評価
委員会
（自治体・産業界）

学生評価
委員会教育

プログラム
レベル

科目レベル

全学
レベル

自己点検・
評価運営会議

識者に聞く！

北陸大学経済経営学部
教授

山本 啓一

「新たな評価」制度×学部長の役割
学長のビジョンと学部の授業をつなぐ“翻訳者”としての
役割が、学部教育の再設計と生き残りの鍵に

̶̶学部長のあり方について、現状の課題は？
　2020年の教学マネジメント指針で、学部長は「学位プログラムの
構築・運営に責任を負う者」と明確に位置付けられました。つまり学
部長は、すでに学位プログラム単位の責任者なのです。ただし、欧
米のDeanのように権限、予算、補佐体制を備えた管理職ではない
こともあり、学部長自身がその自覚を持ちにくく、学長や全学執行部
も十分に意識していないように思います。私たちが2024年に行った
全国学部長調査＊では、教学マネジメントを「最も重要な業務」と考
える学部長は半数を超えましたが、「実行できている」と答えた人は４
分の１程度でした。学部教員同士の相互不干渉が暗黙のルールに
なっていて、カリキュラムの視点から教育を改善していこうという発想
や習慣が乏しいという問題もあります。認証評価が書類づくりで終
わってきたのも、学部長が「学位プログラム単位の責任者」であると
いう位置付けが明確になってこなかったからです。
̶̶新たな評価制度下での学部長の役割は？
　学部長は既に学位プログラムの責任者であり、新たな評価制度
はその延長線上にあります。学部単位で教育の質が問われる以上、
新制度で重要になるのが学部長であることは明らかです。学部長は、
全学と学部、そして学部教員同士を繋ぎながら変革を進める「チェン
ジエージェント」であるべきです。そのためには、全学執行部の方針や
評価制度の要請を、学部の文脈に合わせて教員に伝わる言葉に
「翻訳」し、同時に、現場の実情も執行部に伝わる言葉に翻訳する
必要があります。大事なことは、内部質保証を評価対応の義務とし
てではなく、学部教育を学修者本位の教育へと再設計する機会と捉
え直すことです。外圧を、学部の教育を良くするために使うのです。
̶̶３ポリシーの見直し、教育成果の可視化のポイントは？
　３ポリシーの見直しで重要なのは、「本当のところ、私たちは誰に、
何を、いかに提供すべきか」という問いに答えることです。理想の学
生像を前提にした美辞麗句ではなく、実際に入学してくる学生を引き
受ける覚悟を言葉にします。前任校の法学部では、「北九州のヤン
キーのジャージを脱がしてスーツを着せる」というフレーズを３ポリシー
策定時の教員の合言葉にしました。パンフレットでも「勉強が苦手で
将来が不安なきみへ」と打ち出し、高校からは覚悟を感じると評価さ
れました。教学マネジメントと学生募集は、セットで考えるべきです。
　カリキュラムの見直しは、まず養成する人材像、次にＤＰ、とゴール
を定めたうえで逆算して科目を見直す方法が有効です。本学では、Ｄ
Ｐから逆算してカリキュラム全体を設計し直し、卒業要件科目を200
科目から120科目程度にまで削減できました。
　教育成果の可視化は、可視化したデータが議論のきっかけになる
ことに意味があります。ＤＰが腹落ちできるものになっていれば、教員
はデータからその達成度を読み取り、意見を口にするはずです。
̶̶取り組みのボトルネックは？
　第一は、学部長自身を含めて、「学部長は学位プログラムの責任

者である」という認識が十分に共有されていないことです。学部長自
身の自覚がなければ、評価対応は結局、学部主体にはなりません。
第二は、学部長の仕事が忙しすぎることです。学内の多くの会議に
出席し、学部内のさまざまな調整業務に加えて、トラブル対応に追わ
れる日々の中で、本当に重要な教学マネジメントに割く時間を確保
するためには、補佐体制を強化するなど、負担の軽減が必要です。
第三は、教育改革について、学部で議論して結論が出るまで動けな
いと思っていることです。教員の教育観は多様なので、「学修者本
位とは何か？ そもそも学問とは？」といった信念のレベルの議論には
万人が納得する答えがなく、終わりがありません。教育観の違いを
「棚上げ」して、１科目でもよいので、合意が得られた数人の教員で
授業改革を始めてみることが重要です。私の学部ではまず、成果が
見えやすい初年次教育改革から始めました。２年目からは学部全体
でカリキュラムの見直しに着手できました。
̶̶職員と協働する秘訣は？
　履修規程をはじめとするルール化や制度化、ＩＲ、評価資料の作
成等は職員の専門領域です。内部質保証の実務は、職員の協力な
しには一歩も進みません。協働の秘訣は３つ。第一に、職員を作業
の下請けにしないこと。「手伝ってもらう」のではなく、設計段階から
当事者として入ってもらいます。第二に、フラットで自由に話せる関
係をつくること。第三に、明文化。慣行や暗黙のルールを文書化す
れば、一部の人しか知らない運用が減り、教員と職員が同じルール
の下で議論できます。
̶̶学部長の孤立無援を防ぐ大学側の支援とは？
　内部質保証を行おうにも、多くの学部長には職権も基盤もありま
せん。執行部が真っ先に行うべき支援は、組織条件の整備です。
　第一に権限と裁量。教育改革に必要な予算、カリキュラム編成、
ＦＤの裁量を学部長に持たせます。第二に補佐体制。副学部長や
学部職員にも役割を振り、学部長が業務を一人で抱え込まないよう
にします。第三にＩＲ基盤。学修成果や退学率のデータが使えなけれ
ば、改善の議論はできません。第四に学長や他学部の学部長との
フラットな関係性。学長が耳を傾け、状況を他学部と共有できると、
学部長はのびのびと仕事ができます。第五に学習機会とネットワー
ク。学部長が大学を超えて学部長同士で学び合う場に出ると、自学
の常識を相対化でき、実践のヒントを得られ、相談相手ができます。
̶̶学部長に向けたメッセージを
　新しい評価制度への対応を、やらされ仕事にしないでほしいと思
います。学部単位の質保証が問われるということは、裏を返せば、自
分の学部の教育を再設計する正当な理由を手に入れたということ
です。学部内に汗をかくチームをつくり、その成果を教授会で議論し
て制度化につなげてください。学外にも仲間を見つけてください。学
位プログラムの責任者としての学部長経験は、苦労は多いでしょう
が、必ずご自身の成長につながります。

やまもとけいいち●1994年一橋大学法学部卒業。1999年同大学大学院
法学研究科博士課程修了。2001年九州国際大学法学部に着任、2008年
同大学法学部長。2016年度より北陸大学に着任。2017～2020年度に経
済経営学部長を務め、4年間で志願者を４倍に、入学者を2.5倍に増加させた。
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